
南信州地域の横断的な課題

・地域に人を呼び込む「キーパーソン」の活動に力点をおいた情報発信、キーパーソンと都市部若者との交流イベントの開催
・首都圏の居住者をターゲットとした移住相談会の開催、移住者向け「地域の教科書」の作成支援
・三遠南信自動車道青崩峠トンネル開通を見据えた三圏域（南信州・東三河・遠州）の交流創出
    東海・中京圏でのプロモーション（観光・物販等）、ＪＲ飯田線「秘境駅号」の活用、地域情報の三圏域相互発信
　　三圏域における産業交流に関する企業等の意向調査（三河港の利活用ほか）、道路等整備

・リニア長野県駅（仮称）へのアクセス道路の整備 ［ (国)153号飯田北改良、座光寺上郷道路、(都)東新町座光寺線 ］
・三遠南信自動車道の関連道路及びアクセス道路の整備
  ［ (国)152号小嵐バイパス、（国）256号下久堅バイパス、（主）下条米川飯田線富田バイパス ］

・リニア長野県駅（仮称）を起点とした広域二次交通の検討、リニア駅アクセス検討会議の開催
・宿泊税の活用を視野に入れた広域観光バス路線の運行検討、上伊那・木曽地域と連携した広域周遊観光ルートづくり
・若者の地域内就職・定着の促進 ［ 職場体験等の情報発信・受入、人財確保・生産性向上連携会議地域会議の開催等 ］

・移住相談会や民俗芸能フェスティバル等での展示・上演による南信州民俗芸能の魅力発信
・民俗芸能保存継承活動への支援 ［ 民俗芸能パートナー企業制度による支援、クラウドファンディングによる財源確保支援 ］
・外国人観光客をターゲットとした伝統的工芸品（水引、阿島傘）の広報宣伝 ［ 主要観光地での展示・製作体験の実施 ］

・ゼロカーボンにウッドチェンジを組み入れた「南信州環境メッセ」の開催
・小水力発電の事業化可能性調査による再生可能エネルギーの地産促進
・地域で新たに設立される産学官コンソーシアムへの参画による水素利活用の研究
・主伐・再造林によるゼロカーボン戦略（森林吸収量の確保）の推進

・ブロック単位（南部地域５町村・西部地域３村）での連携・共同化の検討支援（小規模町村における行政体制の最適化）
・担い手確保のための特定地域づくり事業協同組合の設立支援
・「燃料供給に関する計画」の策定を視野に町村や商工団体と連携したＳＳ過疎地事業者へのヒアリング実施（動向把握）

・地域資源を活用した体験型観光コンテンツの開発と旅行商品の造成・広報宣伝
・宿泊税の活用を視野に入れた広域観光バス路線の運行検討、上伊那・木曽地域と連携した広域周遊観光ルートづくり（再掲）
・ＪＲ東海等と連携した南信州地域への誘客促進
・道路環境の整備と道の駅の活用による観光地域づくり ［ 南信州ゲートウェイ整備（花桃の里・昼神温泉郷）、道の駅「信州平谷」］

・日本なし産地再生に向けた地域プロジェクト（担い手育成・栽培技術開発・品種育成・販売戦略）の推進
・南信州伝統野菜協議会の活動支援や販売イベントの開催による伝統野菜の地産地消の拡大
・企業の農業参入に向けた樹園地の整備と安定生産への支援
・省力化や生産性向上、担い手確保につながる農地整備に向けた計画（ほ場整備計画）策定への支援

・架線集材を中心とした省力化モデルの定着による主伐・再造林の推進
・「環境メッセ」と連動したウッドチェンジの普及促進 ［ 木製品の体験型ワークショップの開催 ］
・整備手法や利活用をテーマとする放置竹林に関する情報交換会の開催
・講習会開催等による新規狩猟者の育成・技術向上支援

・ＡＣＥプロジェクトの展開による住民や企業等の健康意識の醸成・向上、地元農産物を活用した食育活動の推進
・関係機関と連携した移住相談会へのブース出展による医療職人材の確保

・砂防・治山・地すべり防止事業による土砂災害対策の推進
・インフラ（道路・橋梁・農業用水利施設）の長寿命化の推進
・南海トラフ地震など大規模災害に備えたハード・ソフト両面の防災対策の推進
　  緊急輸送道路等の防災対策、農業用ため池の耐震化、住宅の耐震診断・耐震改修の推進
　  市町村と連携した防災訓練の実施、災害対応事例等に関する研修会の開催、防災教育の推進

・地域公共交通（フィーダー路線）の見直し及び町村事務の共同化に向けた支援
・広域圏間を結ぶ「みすずハイウェイバス」の利用促進

・ゾーニング管理導入に向けた市町村支援、緩衝帯の整備、誘引物の適正管理に関する周知
・市街地へのクマ出没を想定した対応訓練の実施や資機材の貸与等による緊急対応体制の整備
・ターゲット（住民・事業者・観光客等）を明確にした情報発信・注意喚起

 安全・安心に暮らすことができる
 住みやすい地域づくり

１　健康で暮らせる地域づくりと地域医療等の充実

２　災害に強い基盤整備の推進・地域防災体制の強化

４　総合的なツキノワグマ対策の推進

３　交通弱者に配慮した交通体系の整備

 地域資源や特性を活かし地域を支える
 産業振興

１　地域の強みを活かした観光コンテンツと受入環境の充実

２　地域の特性を活かし、皆があこがれる農業の実践

３　地域資源のフル活用を目指した林業・林産業への転換

 伝統を守り未来を見据えた持続可能な
 地域づくり

１　伝統文化の保存・継承の促進

２　ゼロカーボン社会に向けた取組の促進

３　小規模町村等との連携

　【令和８年度】

Ｒ８横断的な課題 Ｒ８施策の柱（主な事業概要案）

 高速交通網開通の効果を地域づくりに
 最大限に活かす基盤整備

１　人材や企業を呼び込む「つながり」の創出と地域の魅力発信

２　高速交通網を活かす道路交通基盤整備

３　リニアバレー構想を実現するための取組の推進

※Ｒ８施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてください。


